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ご相談から
使い終わるまでが品質保証

　日軽金グループは、社会やお客さまのニーズを把握し、それを実
現するために、しっかりと安全や品質が担保されるよう、品質保証
の取組みを推進しています。

❷クレーム情報の共有と活用
　製品やサービスは量産開始前の検討段階で問題点の発見と対
策を確実に講じることで、お客さまへ安全で安心できる製品や
サービスの提供が可能となります。しかし、確認が必要な項目
が評価しきれずに検討段階での問題点をすべて解決しきれてお
らず、設計・開発要因のクレームが毎年20%程度の割合で発生
しています。さらに、製造要因の中にも検討段階の検証不足に
よる指示の不備でクレームが発生している事例もあり、全体の
半数以上の割合を占めています。
　日軽金グループでは、品証統括室がクレーム情報を各社・部
門から収集し、発生状況をモニタリングしています。また、発
生したすべてのクレームについて原因を分析し、グループ品質
委員会で展開して情報を共有しています。

品質マネジメント体制

（１）品質保証部門の独立性確保
　品質保証部門は、その独立性を確保するため、日軽金HD社長
直轄の製品安全・品質保証統括室（以下、品証統括室）として設置
され、日軽金グループのすべての会社・部門の品質保証部門を統
括しています。また、それぞれの会社・部門の品質保証部門も独
立性を確保した組織として運営されています。

（２）品質保証能力向上のための活動
　日軽金グループは、品証統括室が品質リスクの主幹部門となり、
リスクを顕在化・低減しながら、しっかりとビジネス機会につな
げていく活動に取り組んでいます。

❶グループ品質委員会
　日軽金グループでは、各社・部門の品質保証責任者が集まる

「グループ品質委員会」を毎年２回（４月・１０月）開催しています。
委員会では、グループ内の品質保証に関する情報や改善におけ
る好事例の紹介などの品質に関する情報を共有するとともに、
委員間の議論などを通じてグループ全体の品質保証・品質管理
のレベルアップを図っています。

（３）重大品質事項に関する報告体制
　日軽金グループは、人身に関わる欠陥やリコールなどの重大
な品質問題が発生した場合、責任の所在に関わらず情報を速や
かにグループ内に展開することをルール化して運用しています。
　2019年度は7件の報告がありました。発生した7件の原因を
分析した結果、主に製品・サービスの開発・検討段階での評価
不足や、お客さまからの要求仕様が不明確なため作業指示が不
足していたことが原因でした。
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● 品質保証部門の独立性 ● クレーム要因別の金額比率

● 重大品質事項に関する報告件数
（件） ■ 速報件数　　■ リコール件数（速報件数の内数）

■ 設計・開発　■ 製造　■ 購買(外注）　■ 営業　■ その他

製品安全・品質保証統括室

日軽金HD社長

グループ品質委員会工場長
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品質保証能力向上のための活動

品質人財育成

（１）品質監査
　日軽金グループは、グループ内のすべての会社および製造拠点
を毎年１回訪問し、品質監査を行っています。品質監査では、
ISO9001、各法令や規制に基づく品質マネジメントシステムの有効
性と妥当性、実際に取り組んでいる製品・サービスの管理状態など
を確認しています。また、グループ内で定めている判断基準に基づ
き定量的な評価を行い、是正が必要な項目の真因分析を行い、強
みに変えていく活動に取り組んでいます。
　2019年度は、国内46拠点、海外16拠点を監査しました。2019
年度の監査結果では、各社・部門が正しいルールに基づいて運用さ
れている比率が計88%と、品質保証・管理水準が年々高まってきて
います。他方、海外製造拠点では、自社の開発・設計手順が明文
化されていない拠点が見つかり、是正しました。

（１）品質保証能力向上プログラム（品質自主研）
　日軽金グループでは、品質の改善活動の一環として「品質自主
研」を毎年開催しています。品質自主研では、グループ内の工場を
道場とし、実際の製品や製造工程を題材にして品質改善活動を行
い、品質管理の向上や品質保証の確立のための考え方や手法を学
びます。各社・部門でも小集団活動やQCサークルなどの活動が行
われていますが、部門の垣根を飛び越え、今まで経験していなかっ
た工程の改善に取り組むことで、新たな気づきが得られる機会にな
っています。改善対象となる製品・サービスやその工程の現状把握
を行い、どのような問題が発生しており、どのような姿であるべき
か、目標を関係者で共有し、さまざまな改善に取り組む活動です。
開催した部門には改善効果を生むこと、改善に取り組んだメンバー
には改善スキルが身に付くことを目的としています。品質保証・品
質管理に必要な知識・ツール・経験は扱っている製品やサービスが
異なっても、世の中やお客さまから何を求められているのかを理解
し、しっかりと現状を把握することで、改善につなげていくことがで
きます。

（２）品質総点検
　日軽金グループは、毎年11月の品質月間に合わせ、自分たちが
取り組んでいる品質活動や製品・サービスが問題なく生産・出荷さ
れていることなどを点検する「品質総点検」を実施しています。
　2019年度は、クレーム発生要因や品質監査の結果や、ものづく
りの源流管理を徹底するために、以下の内容で総点検を実施しまし
た。
　点検結果より、自部門で取り組むべき基準・ルールが制定され、
それに基づく活動が行われていることが確認できました。一部では
管理すべきルールが制定しきれていない部門があり是正しました。

（４）安全で品質が担保された製品・サービスを提供するための取組み
　日軽金グループでは、クレームの大半が量産前の確認不足により
発生しています。このため、量産前の品質チェックが確実に実施され、
問題なく量産をむかえることができていることを確認するため、審査
会議を開催して安全性、品質、法規制の適合を多面的に評価してい
ます。
　2019年度は新しい製品やサービス、既存の製品やサービスを 
変更したものを上市するために92件の審査会議を開催しました。

総点検の内容(2019年度)
１） 新規製品・サービスの受注と４M変更管理が必要な段階で評

価が実施されているか
２） 顧客要求仕様などの対応が審査会議で確実に確認されているか

総点検方法
・ 受注や4M変更時の情報のインプットから製造・サービス実施

部門への展開手順が整備されていることを確認する。
・ 展開手順に沿って運用していることを、活動記録を確認して

点検する。
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● 品質監査結果　評点の比率

● 審査会議開催件数

● 速報・リコールの内容(2019年度)

（件）

評点 「■1」「■2」是正が必要
 「■3」正しいルールがあり問題なく運用している
 「■4」「■5」他部門にも展開したいような良い取組みが行われている

品質監査の様子(ニッケイエムシーアルミ(タイ)社)

発生年月 不具合の内容 分類
2019年4月 製品突起部により切創 人身事故
2019年4月 製品割れ 人身事故の可能性
2019年8月 部品の未接着 重大な物損事故
2019年12月 部品取り付け部の強度不足 リコール
2020年2月 部品の加工寸法不良 リコール
2020年3月 素材穴不良 重大な物損事故
2020年3月 部品の締結不足 リコール
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一番印象に残ったこと

品質月間において、リスクを抽出することは今ま
でも取り組んでいたが、各部門の改善事例など
のよい情報をグループ内に拡げていける初めて
の機会面の取組みとして、好事例コンテストを立
上げたこと。

品証統括部の活動を通じて各事業所を訪問し、さ
まざまな業界や商品・サービスを取り扱っているこ
とを改めて知ることができ、それぞれの品質保証の
方法や考え方の違いもわかった。日軽金グループ
の裾野の広さを上手に活用して連携を深めれば、
さらに進化できると感じた。

一番苦しかったこと

品証統括部がグループ全体の品質保証をマネジ
メントしていくために、幅広い業務を行うことに
苦労した。慣れない作業のため日程が大幅に遅
れ、関係者に迷惑をかけてしまったこともあった。

品証統括部の活動では、工場での改善活動と違って
目に見える形で効果が表れることが少ないため、成
果を実感することが難しいと感じた。また、ものづくり
の現場から遠ざかるため、世の中やお客さまなどの
ニーズや最新の状態を把握することが困難だった。

活動から気づいたこと

ものづくりの流れで、上工程の源流に近い部門と
下工程のお客さまに近い部門とでは品質に対する
温度差があり、管理レベルも異なっていると感じ
た。その中でも、世の中やお客さまには絶対に迷
惑をかけないように、自社の品質保証レベルをよ
り高めていく必要があると感じた。

日軽金グループのさまざまな事業所を見ることで、
自分が捉えていた品質面だけに限らず、ものづく
りの評価におけるものさしの幅が広がった。また、
自部門の外に出たことで、自部門のよい取組みや
不足している取組みが改めてわかった。

日軽形材㈱
技術部　部長
北添 賢一

日本軽金属㈱
板事業部品質保証グループ
グループリーダー
田中 幹夫

第1期部員のコメント

第2期部員からのコメント

(派遣元) 日軽熱交㈱ 
品質保証部
大瀧 崇雄

抱負
　前の職場で技術部門から品証部門に異動したとき、ものの見え方がまるで違うことを知りました。本活
動でも同じようなことがあると考えていますので、品証統括部の立場からグループ内の各工場がどのよう
に見えるのかという点を意識しながら学んでいきたいと考えています。
この２年間で期待すること
　グループ全体の品質保証を学ぶよい機会ですので、よい点があれば自部門に持ち帰り提供することを
積極的に行い、感受性を高めていきたいと考えています。

（２）集合研修による人財育成
　日軽金グループでは、品質人財の継続的な育成のため、2019年
度は「品質管理基礎教育」や「ISO9001内部監査員養成研修」に加
え、自動車産業で推奨されている規格IATF16949:2016の考え方
をグループ内へ拡げていくための「顧客要求事項を満足するために求
められる考え方と仕組みづくり」をテーマにした研修を開催し、約50
名が参加しました。研修では、ISO9001の要求事項に加え、より深
化した考え方を学ぶことができ、自社・部門の改善へつなげていく
機会となりました。

（３）品質人財交流
　日軽金グループでは、品証統括室でグループ会社より派遣された
人財を受け入れ、実際の業務を通じてグループの品質保証を担える
人財を育成する活動を行っています。この活動は、品質事故や不正
が発生しないよう、品質保証の意識を高めることを目的として2018
年より開始しました。普段は所属する部門・拠点の品質保証を担っ
ている従業員が、他の製品・サービスを見たり、グループ全体の品
質保証体制について考えたりしていく中で、知見を増やし仲間を作っ
て使命を実感する充実した機会となっています。

新型コロナウイルス感染防止の取組み

　品質保証の取組みは、品質監査や各種研修など現地・現物に
触れる活動が多く、新型コロナウイルスの感染防止の観点から取
組み内容や手法の見直しが求められています。

　2020年度は、オンラインツールなどを活用し、可能な限り移動や
接触を伴わない手法の検討を進めています。

品質保証
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